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 はじめに
障害者基本法の改正（2004年）に伴って、新たに「交流及び共同学習」
の用語が法令等で用いられることとなった。文部科学省「交流及び共同学
習ガイド」（以下、「ガイド」と略記）によれば、交流及び共同学習とは、
障害のある子どもと障害のない子どもとのふれ合いを通して豊かな人間性
をはぐくむことを目的とする交流の側面と、教科等のねらいの達成を目的
とする共同学習の側面があり、両方の側面が一体としてあることをより明
確に表したものであるとしている)。
このような豊かな人間性をはぐくむことを目的とする交流の側面と、教
科等のねらいの達成を目的とする共同学習の側面の両者を一体化した交流
及び共同学習を推進していくためには、交流及び共同学習における「交流
の目標」と「共同学習の目標」を明確化し、その上で授業実践化を図るこ
とが重要ではないかと考える。
これまで様々な形で交流及び共同学習の実践研究がなされてきたが、そ
の中でこのことに関連した先行研究として、西田規子・横田千佳他、赤本
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登美子の研究が注目に値する。西田・横田他が報告する小学校の知的障害
特別支援学級に在籍する一人の児童と通常学級の同学年児童間で行われた
交流及び共同学習)は、それぞれの教育課程上に位置付けられた教科等の
ねらいに加え、交流及び共同学習として双方に共通のねらいも設定し、実
践化されたものである)。また、赤本が報告する分教室と設置校（高等学
校）間の交流及び共同学習は、「『学習（教科等）のねらい』と『共生、社
会性の向上のねらい』を明確に設定することを常に意識して取組を進めて
きた｣)としている。
さらに、これらの目標（ねらい）を交流及び共同学習の目標として、そ
れぞれの「交流の目標」と「共同学習の目標」のつに整理すると共に、
このつを児童生徒の実態を踏まえながら新学習指導要領の「育成を目指
す資質・能力の三つの柱」（以下、「三つの柱」と略記）に沿って明確化し
たい。
そこで本研究)は、「交流の目標」と「共同学習の目標」を明確化させ
た特別支援学校高等部（知的障害）と高等学校間の交流及び共同学習につ
いて追究する。具合的には、分教室と設置校間の交流及び共同学習におけ
る、それぞれの「交流の目標」と「共同学習の目標」を生徒の実態を踏ま
えながら「三つの柱」に沿って明確化し、授業実践を通して双方の生徒の
変容及び授業者の手応えから、これらを明確化することの意義と実践を通
した課題について追究することにした。
 交流の目標と共同学習の目標を「三つの柱」に沿って明
確化した交流及び共同学習
ここでは、交流の目標と共同学習の目標を「三つの柱」に沿って明確化
した交流及び共同学習の実践化について検討する。
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（）交流の目標の明確化
まず、交流の目標を「三つの柱」に沿って明確化するために、「交流及
び共同学習」に関する主な記述の中で、交流の目的に関する箇所を一つ一
つ確認していくことにする。
）交流及び共同学習における交流の目的
① 障害者基本法の改正（2004年）
これにより、第14条第項に「国及び地方公共団体は、障害のある児童
及び生徒と障害のない児童及び生徒との交流及び共同学習を積極的に進め
ることによって、その相互理解を促進しなければならない｣	)（下線：百
瀬）と規定された。
② 文部科学省「特別支援教育の推進について（通知）」（2007年）
ここには、「障害のある幼児児童生徒と障害のない幼児児童生徒との交
流及び共同学習は、障害のある幼児児童生徒の社会性や豊かな人間性を育
む上で重要な役割を担っており、また、障害のない幼児児童生徒が、障害
のある幼児児童生徒とその教育に対する正しい理解と認識を深めるための
機会である｣
)（下線：百瀬）とある。
③ 文部科学省「交流及び共同学習ガイド」（2008年）
ここには、下記のことが述べられている。
障害のある子どもと障害のない子どもが一緒に参加する活動は、相
互のふれ合いを通じて豊かな人間性をはぐくむことを目的とする交流
の側面と、教科等のねらいの達成を目的とする共同学習の側面がある
ものと考えられます。『交流及び共同学習』とは、このように両方の
側面が一体としてあることをより明確に表したものです。また、この
二つの側面は分かちがたいものとして捉え、推進していく必要があり
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ます。交流及び共同学習は、障害のある子どもの自立と社会参加を促
進するとともに、社会を構成する様々な人々と共に助け合い支え合っ
て生きていくことを学ぶ機会となり、ひいては共生社会の形成に役立
つものと言えます)（下線：百瀬）。
④ 中央教育審議会「共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育シス
テム構築のための特別支援教育の推進（報告）」（2012年）
ここには、「特別支援学校と幼・小・中・高等学校等との間、また、特
別支援学級と通常の学級との間でそれぞれ行われる交流及び共同学習は、
特別支援学校や特別支援学級に在籍する障害のある児童生徒等にとっても、
障害のない児童生徒等にとっても、共生社会の形成に向けて、経験を広め、
社会性を養い、豊かな人間性を育てる上で、大きな意義を有するとともに、
多様性を尊重する心を育むことができる｣)（下線：百瀬）とある。
⑤ 心のバリアフリー学習推進会議「学校における交流及び共同学習の
推進について〜『心のバリアフリー』の実現に向けて〜」（2018年）
ここには、「障害のある児童生徒等と障害のない児童生徒等の交流及び
共同学習は、障害のある児童生徒等にとっても、障害のない児童生徒等に
とっても、経験を深め、社会性を養い、豊かな人間性を育むとともに、お
互いを尊重し合う大切さを学ぶ機会となるなど、大きな意義を有する｣10)
（下線：百瀬）とある。
⑥ 文部科学省「高等学校学習指導要領」（2018年）
ここには、「他の高等学校や、幼稚園、認定こども園、保育所、小学校、
中学校、特別支援学校及び大学などとの間の連携や交流を図るとともに、
障害のある幼児児童生徒との交流及び共同学習の機会を設け、共に尊重し
合いながら協働して生活していく態度を育むようにすること｣11)（下線：
百瀬）とある。小学校学習指導要領（2017年）、中学校学習指導要領
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（2017年）、特別支援学校小学部・中学部学習指導要領（2017年）、特別支
援学校高等部学習指導要領（2019年）にも同様の記述がある。
）交流の目的に関するキーワード
次に、先の下線部を基に交流の目的に関するキーワードを表に示す。
表 交流の目的に関するキーワード
・相互理解
・豊かな人間性
・障害のある児童生徒の教育の理解
・共に助け合い支え合って生きていくこと
・経験を広めること・深めること
・協働
・社会性
・障害のある児童生徒の理解
・自立と社会参加
・共生社会の形成
・多様性を尊重する心
・お互いの尊重
特に、下線部で多く用いられている「社会性」と「人間性」については、
さらに教育学事典等で調べることにした。
「社会性」については、細谷俊夫・奥田真丈他編集代表『新教育学大事
典』第一法規出版（1990年）によれば、「個々人が社会の成員として社会
に適応して生きていくためには、出生以来の不断の社会化の過程で形成さ
れる社会性を備えていなければならない｣12)とし、さらに、「ここでいう社
会化 socializationとは、社会集団に支配的な行動様式、すなわち社会的習
慣、社会的技能、価値体系、道徳的規範等の習得を意味している｣13)とし
ている。また、瀨底正栄・山城直人他は、社会性を「社会生活を営んでい
くために必要なコミュニケーション能力、実践力、社会適応、集団適応、
規範意識・自尊感情などの諸能力や資質の総体｣14)として定義している。
同様に「人間性」についても、先の事典によれば、次のように述べられ
ている。
人間性という概念は、今日ではそれを使う思想や理論によってかな
り意味が多様になっているが、歴史的には大きく二つの意味で用いら
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れてきた。一つは、人間のあるべき姿や理想の中に人間性を見いだそ
うとするもので、形成的に「人間の本質」をとらえる立場から主張さ
れた。今一つは、もって生まれた「人間の自然性（本性）」にこそ人
間性があるとするもので、人間的なものを育成的にとらえる考え方に
立っている。両者は共に、それぞれの時代の中で人間がおかれている
状況を見つめ、人間性の名において人間の人間らしいあり方を積極的
に主張するために用いられているが、この言葉の原義はまず前者の立
場から生まれ、歴史的にしだいに後者の方向へ拡大して使用されるよ
うになった15)。
また、教育課程企画特別部会「論点整理」によれば、「三つの柱」の中
の「どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか（学びに向か
う力、人間性等）」について、「多様性を尊重する態度と互いのよさを生か
して協働する力、持続可能な社会づくりに向けた態度、リーダーシップや
チームワーク、感性、優しさや思いやりなど、人間性等に関するもの｣16)
と説明している箇所があり、人間性に関しての具体的な内容が確認できる。
以上の交流の目的に関するキーワード等を基に、授業実践の対象となる
それぞれの生徒の実態を踏まえながら「三つの柱」に沿った具体的な交流
の目標を明確化し、設定することにした。
（）共同学習の目標の明確化
共同学習の目標については、新学習指導要領、すなわち、文部科学省
「高等学校学習指導要領」（2018年）を基に、同様に授業実践の対象とな
るそれぞれの生徒の実態を踏まえながら具体的に明確化し、設定すること
にした。
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（）単元開発による実践化（201X 年月〜12月）
本研究の対象校は、A県立B農業高等学校（以下、B高校と略記）と、
その校舎内に開室された A県立 C特別支援学校高等部（知的障害）の分
教室（以下、C分教室と略記）である。このような立地条件を生かした効
果的な交流及び共同学習の実践化が求められる。
ところで、交流及び共同学習の実践化を図る上での課題として、髙橋洋
之は、神奈川県内の分教室と設置校における交流及び共同学習の聞き取り
調査を基に、教育課程や集団規模、知的理解度の違いに関すること、双方
の体制に関すること、ねらいの設定の仕方に関すること、施設面に関する
こと、生徒の心理面に関することなどを、分教室側が挙げる課題として指
摘している17)。また、夏目保男・名越斉子他は、高等学校と高等学校内に
設置の特別支援学校高等部分校・分教室の交流及び共同学習の調査で、
「『授業』で『交流及び共同学習』に取り組んだ設置高校からは、高校の
『教科教育』に知的障害のある分校・分教室の生徒が入って合同で授業を
行うのは、困難であると考えていることがうかがえた」18)としている。こ
のような課題を踏まえながら、設定する交流及び共同学習を以下の通りと
した。
まず、C分教室の生徒の中には、小・中学校時代の同級生及び同学年生
が B高校にいることに関して心理的負担を感じている生徒もいる。逆に、
そのことで安心感を持っている生徒もいる。今回は、心理的負担を感じて
いる生徒を配慮し、B高校では年生を、C分教室では年生を対象とし
た異学年による交流及び共同学習を設定し、B高校の生徒名と C分教
室の生徒名による「人編成のチーム」を作ることにした。さらに、C
分教室の生徒の心理的不安を軽減させるために、毎回メンバーは替えずに
同じメンバーで通して行うようにした。赤本は交流及び共同学習において、
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「学習を行うときには、生徒の障害の状態や特性を考慮して活動の内容や
時期を決定し、個々の生徒の目標を明確にし、それに応じたペアリングを
設定した｣19)としている。
そこで、本研究もこのことを踏まえ、B高校の授業者として依頼した D
教諭と C分教室の授業者の下崎による事前打合わせ会を開き、その中で
マッチングは、個々の生徒の実態と本研究で明確化した「交流の目標」及
び「共同学習の目標」の達成に向けた個々の生徒の手立て（指導・支援）
等の情報交換を基にしながら慎重に行うようにした。
次に、設定する交流及び共同学習は、B高校では教科「果樹」、C分教
室では「総合的な学習の時間｣20)としてそれぞれ位置付け、教材は、リン
ゴを扱うことにした。この理由として、双方の授業が同じ曜日の同じ時間
帯に設定されているため、教育課程上の時間調整が不要であること、双方
の授業に作業による体験活動が設定でき、これを交流及び共同学習に位置
付けることにより、知的理解度による個々の差が生じにくくなること、B
高校の敷地内にはリンゴ畑があり、C分教室の生徒にとっても「リンゴ」
は身近な存在であるため、特に C分教室の生徒の学習に対する意欲の喚
起が期待できること等のメリットが考えられるからである。このことに関
連して髙橋は、教科教育における活動の難しさに対して、「作業を取り入
れた学習や分教室の生徒にも身近なテーマにおける学習、または、個人個
人が得意とする科目での参加など、教育課程や活動への参加形態の工夫で
授業における活動の可能性が広げられる｣21)としている。
最後に、単元構成の検討については、中原真吾・今岡千明他と三澤哲
彦・早川愛美他の論考が注目に値する。中原・今岡他の研究は、中学校の
特別支援学級と通常学級間による音楽科での交流及び共同学習を実践した。
具体的には、「単に交流にとどまらず、音楽科のねらいを達成するという
視点から、一つの題材を、特別支援学級単独（並びに、通常学級単独）で
70 法学論集 84 〔山梨学院大学〕
─ 70 ─
行う授業と、交流及び共同学習という形態で行う授業とで構成した｣22)と
している。また、三澤・早川他の研究は、特別支援学校小学部と小学校間
による国語科での交流及び共同学習を実践した。具体的には、「交流及び
共同学習でかかわり合いながら学ぶべき内容と、それぞれの教室で学ぶべ
き内容とを整理し、交流及び共同学習を効果的に位置付けた｣23)としてい
る。本研究も、交流及び共同学習における設定した「交流の目標」と「共
同学習の目標」の双方が達成できるように、B高校単独で行う授業、C分
教室単独で行う授業、交流及び共同学習で行う授業を設定することとし、
そのためのつの単元構成を検討することにした。
）対象校の様子
B高校は、開校以来、地域の農業振興において重要な役割を果たしてき
ている。現在は、年次よりコース選択制が開設され、コース毎にバラエ
ティに富んだ教育課程が編成されている。全生徒数は、480名程度である。
C分教室は、C特別支援学校高等部の分教室として、B高校内に開室され
た。一学年名以内からなり、全生徒数は21名である。同じ敷地内にある
という立地条件により、生徒達は日常的に廊下や施設等で会っている。し
かしながら、双方の教育課程の違いから、学校祭、避難訓練等の学校行事
等以外は、それぞれの教育課程に沿った教育活動が展開されている。今後
さらに、両校の関り合いが求められるところである。
）生徒の実態
① B高校
対象となるクラスは、施設園芸科果樹科学コースの年生のクラスであ
り、施設を利用した果樹栽培（オウトウ、カンキツ類、リンゴ、桃）を中
心に卒業に向け、学習を深めている。その中で、今回の交流及び共同学習
に参加した生徒は12名である（男子名、女子名）。今までこの生徒達
は、C分教室の生徒との直接的な関わり合いの経験がないため、今回の交
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流及び共同学習が、初めての C分教室との直接的な関わり合いとなる。
このような実態から、C分教室の生徒の障害に対する理解や C分教室の
教育に対する理解については、十分とはいえないのが現状である。
② C分教室
対象となるクラスは、男子名、女子名からなる年生のクラスであ
る。どの生徒も障害の程度は軽度であり、教師の説明や指示をきちんと聞
き取ったり、自分の思いや考えを伝えたり、簡単な文章として表現したり
することができる。また、プレゼンテーションソフトを活用した簡単な発
表もできる。このような実態から、	名全員が卒業後の進路として地域の
企業への就職を目指し、諸活動に取り組んでいる。さらに、就職の準備と
して、年生で誕生日を迎えたら、普通自動車運転免許を取得したいとい
う願いも持っている。
）交流及び共同学習の設定理由
B高校の校舎内に C分教室が開室され、他の施設等も共有していると
いう立地条件を生かしながら、B高校の生徒と C分教室の生徒との交流
及び共同学習を通して、特に双方の生徒に共生社会の形成者として必要と
なる資質・能力を育成することを願い、本交流及び共同学習を設定するこ
とにした。なお、各学校で育成を図る、その具体的な資質・能力は、次の
「）設定した目標」の「交流の目標」に示した通りである。
）設定した目標
それぞれの教科等の単元目標及び交流及び共同学習の目標は、表に示
した通りである。以下、表について詳細に述べる。なお、B高校の「交
流の目標」と「共同学習の目標」、及び果樹の単元目標は、D教諭から聞
き取った生徒の実態を基に百瀬が、C分教室の「交流の目標」と「共同学
習の目標」、及び総合的な学習の時間の単元目標は、年生担任の E教諭
から聞き取った生徒の実態を基に百瀬と下崎が作成した。
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① B高校の目標
a 交流の目標
・ リンゴの栽培・管理を C分教室の生徒と共に取り組むことを通し
て、C分教室の生徒に対する理解を深めることができる。【知識及び
技能】
・ C分教室の生徒とのコミュニケーションを図りながら、作業を進め
ることができる。【思考力、判断力、表現力等】
・ C分教室の生徒との交流及び共同学習を通して、他の様々な人と共
に助け合い、支え合って生きていこうとする意欲を持つことができる。
【学びに向かう力、人間性等】
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表 設定した目標
B高校の
果樹の単元目標
【交流及び共同学習の目標】 C分教室の総合的な学習
の時間の単元目標
果樹の生産と経営につ
いて体系的・系統的に理
解すると共に、果樹の栽
培・管理に関連する技術
を身に付けることができ
る。
果樹の生産と経営に関
する課題を発見し、農業
や農業関連産業に携わる
者として合理的かつ創造
的に解決する力を身に付
けることができる。
リンゴの栽培・管理に
関連する技術について、
C分教室の生徒に分かり
やすく説明することがで
きる。→（同時に「共同
学習の目標」として設
定）
果樹の生産と経営につ
いて生産性や品質の向上
が経営発展へつながるよ
う自ら学び、農業の振興
や社会貢献に主体的かつ
協働的に取り組もとする
意欲を持つことができる。
「交流の目標」
【B高校】
リンゴの栽培・管理を C分教室の生徒と共に取り組むこと
を通して、C分教室の生徒に対する理解を深めることができる。
 C分教室の生徒とのコミュニケーションを図りながら、作
業を進めることができる。
 C分教室の生徒との交流及び共同学習を通して、他の様々
な人と共に助け合い、支え合って生きていこうとする意欲を持
つことができる。
【C分教室】
リンゴの栽培・管理を B高校の生徒と共に取り組むことを
通して、自分の得意なところと苦手なところを理解することが
できる。
作業で分からないところは、B高校の生徒に質問しながら、
作業を進めることができる。
 B 高校の生徒とのとの交流及び共同学習を通して、他の
様々な人とも積極的に関わっていこうとする意欲を持つことが
できる。
リンゴの栽培・管理を
B高校の生徒と共に取り
組むことを通して、リン
ゴの収穫に必要な作業の
概要や協働で作業を進め
る上で大切なことを理解
することができる。→
（同時に「共同学習の目
標」として設定）
リンゴの栽培・管理の
作業に対する自分の課題
を設定し、その課題を解
決するための活動を通し
て、自分が学んだことを
振り返り、まとめ・表現
することができる。
リンゴの栽培・管理の
作業で学んだことを他の
活動にも活かしていこう
とする意欲を持つことが
できる。
「共同学習の目標」
【B高校：果樹】
リンゴの栽培・管理に関連する技術について、C分教室の生
徒に分かりやすく説明することができる。
【C分教室：総合的な学習の時間】
リンゴの栽培・管理を B高校の生徒と共に取り組むことを
通して、リンゴの収穫に必要な作業の概要や協働で作業を進め
る上で大切なことを理解することができる。
b 教科「果樹」の単元目標及び共同学習の目標
B高校の果樹の単元名は「リンゴの生産と経営」である。単元目標とし
て、文部科学省「高等学校学習指導要領」（2018年)24)を踏まえ、下記の
つの目標を設定した。その中で、特に観点「思考力、判断力、表現力等」
のつの目標の内のつを同時に共同学習の目標とした（下線部参照）。
・ 果樹の生産と経営について体系的・系統的に理解すると共に、果樹
の栽培・管理に関連する技術を身に付けることができる。【知識及び
技能】
・ 果樹の生産と経営に関する課題を発見し、農業や農業関連産業に携
わる者として合理的かつ創造的に解決する力を身に付けることができ
る。【思考力、判断力、表現力等】
・ リンゴの栽培・管理に関連する技術について、C分教室の生徒に分
かりやすく説明することができる。（共同学習の目標）【思考力、判断
力、表現力等】
・ 果樹の生産と経営について生産性や品質の向上が経営発展へつなが
るよう自ら学び、農業の振興や社会貢献に主体的かつ協働的に取り組
もとする意欲を持つことができる。【学びに向かう力、人間性等】
② C分教室の目標
a 交流の目標
・ リンゴの栽培・管理を B高校の生徒と共に取り組むことを通して、
自分の得意なところと苦手なところを理解することができる。【知識
及び技能】
・ 作業で分からないところは、B高校の生徒に質問しながら、作業を
進めることができる。【思考力、判断力、表現力等】
・ B高校の生徒との交流及び共同学習を通して、他の様々な人とも積
極的に関わっていこうとする意欲を持つことができる。【学びに向か
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う力、人間性等】
b 総合的な学習の時間の単元目標及び共同学習の目標
C分教室の総合的な学習の時間の単元名は「地域に認められるリンゴを
栽培しよう」である。単元目標として、文部科学省「高等学校学習指導要
領」（2018年)25)を踏まえ、下記のつの目標を設定した。その中で、特に
観点「知識及び技能」の目標を同時に共同学習の目標とした（下線部参
照）。
・ リンゴの栽培・管理を B高校の生徒と共に取り組むことを通して、
リンゴの収穫に必要な作業の概要や協働で作業を進める上で大切なこ
とを理解することができる。（共同学習の目標）【知識及び技能】
・ リンゴの栽培・管理の作業に対する自分の課題を設定し、その課題
を解決するための活動を通して、自分が学んだことを振り返り、まと
め・表現することができる。【思考力、判断力、表現力等】
・ リンゴの栽培・管理の作業で学んだことを他の活動にも活かしてい
こうとする意欲を持つことができる。【学びに向かう力、人間性等】
）開発した単元の概要
B高校単独の果樹の単元構成は D教諭の助言を得ながら百瀬が、C分
教室単独の総合的な学習の時間の単元構成は百瀬と下崎が、交流及び共同
学習の単元構成は D教諭の助言を得ながら百瀬と下崎が作成した。
具合的な単元の概要は、図の通りである。B高校では果樹の単元構成
「、果樹生産と経営の実践」の学習の一部が、C分教室では総合的な学
習の時間の単元構成「、情報の収集」の学習の全てが、「交流及び共同
学習」に含まれる（各校の単元構成の下線部参照）。
今回は交流及び共同学習を計回設定したが、回回の授業のスパン
が比較的長期間開くことから、B高校も C分教室もそれぞれ設定した
つの目標（交流の目標つと共同学習の目標つ、表参照）を踏まえな
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がら、毎回の本時の目標もそれらに対応させてつ設定し、授業を行うこ
とにした。なお、交流及び共同学習の授業は、授業者として依頼した D
教諭と下崎によるティーム・ティーチングで行い、D教諭は B高校の生
徒を中心に、下崎は C分教室を中心に指導・支援等を行うことにした。
全体への説明や指示は、リンゴの栽培・管理に関する専門的な立場から
D教諭が行うことにした。また、両者で毎回事前事後の打合わせを行い
ながら、交流及び共同学習の授業を進めることにした。
 生徒の変容及び授業者の手応え
ここでは、交流の目標と共同学習の目標を「三つの柱」に沿って明確化
した交流及び共同学習における生徒の変容と授業者の手応えについて述べ
る。特に生徒の変容については、授業（交流及び共同学習）終了後に実施
76 法学論集 84 〔山梨学院大学〕
─ 76 ─
B高校：果樹の
単元構成（100H）
、果樹生産の役割と動向（10H)
・果樹生産が果たす社会的意義や
役割、果樹生産の動向と今日的課
題について調べ、今後農業や農業
関連産業に携わる者としてどうし
ていくことが重要か考え合おう。
、果樹の特性と栽培技術（40H）
・果樹の整理・生態的な特性やそ
の特性に合った生産技術について
詳しく調べ、必要な技術を身に付
けよう。
、果樹の栽培と管理・評価（12H)
・GAP（農業生産工程管理）につ
いて学び、それに基づいて、果樹
の栽培の管理・評価ができるよう
にしよう。
、果樹生産と経営（10H）
・果樹生産や経営における自らの
職業生活について考えよう。
、果樹生産と経営の実践（28H）
・、、、の学習を生かし
ながら、実際に自分達もリンゴの
生産と経営に取り組もう。
【交流及び共同学習：5H】
、リンゴの予備摘果（1H）
・大きく育てたい実をいくつか残
しながら、他の実を摘もう。
、リンゴの本摘果（1H）
・大きく育つ実を一つ見極め残そ
う。
、リンゴの葉摘み（1H）
・日光を当ててリンゴが赤く色づ
くために、日光をさえぎる葉を摘
もう。
、リンゴの収穫（1H）
・傷をつけないように十分に注意
してリンゴを収穫しよう。
、まとめ（1H）
・リンゴの栽培・管理の作業のま
とめをしよう。
C分教室：総合的な学習の
時間の単元構成（16H）
、課題の設定（2H）
・「どのようにすれば、地
域の方に認めてもらえるリ
ンゴが栽培できるのか」
、情報の収集（5H）
・実際に B 高校の生徒と
一緒に作業しながら、リン
ゴの栽培・管理について必
要な情報を集めよう。
、整理・分析（4H）
・B高校の生徒から教えて
もらった情報の中で、自分
達にとって重要だと考える
ものを整理しよう。
、まとめ・表現（5H）
・本単元で学んだことをプ
レゼンテーションソフトを
使ってまとめ、発表しよ
う。
図 開発した単元の概要
した授業アンケートの結果と、同様に授業（交流及び共同学習）終了後に
書かせた授業の感想を紹介する26)。なお、授業の感想は、生徒が記したも
のをそのまま下崎がワープロで打ち直したものである。また、D教諭の
手応えについては、下崎が直接 D教諭から聞き取って得られた情報を基
にその内容を紹介する。
個々の生徒の表記については、C分教室の A男と組んだ B高校の生徒
を A1男と A2男、C分教室の B子と組んだB高校の生徒は B1子と B2子、
C分教室の C 男と組んだ B高校の生徒は C1男と C2男、C分教室の D 男
と組んだ B高校の生徒は D1男と D2男、C分教室の E男と組んだ B高校
の生徒は E1子と E2子、C分教室の F男と組んだ B高校の生徒は F1男と
F2男と表記した。
（）B高校
）生徒の変容
a 授業アンケートの結果
B高校の生徒のアンケート結果は、表の通りである。表中の質問は、
B高校の交流の目標「リンゴの栽培・管理を C分教室の生徒と共に取り
組むことを通して、C分教室の生徒に対する理解を深めることができる」
に関して問うたものである。質問は、B高校の交流の目標「C分教室の
生徒とのコミュニケーションを図りながら、作業を進めることができる」
と、B高校の共同学習の目標「リンゴの栽培・管理に関連する技術につい
て、C分教室の生徒に分かりやすく説明することができる」のつに関し
て問うたものである。質問は、B高校の交流の目標「C分教室の生徒と
の交流及び共同学習を通して、他の様々な人と共に助け合い、支え合って
生きていこうとする意欲を持つことができる」に関して問うたものである。
表より、どの生徒もアンケートの全ての質問に対して、肯定的な回答
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を示した。このことから、生徒の自己評価において、交流及び共同学習に
おける設定した交流の目標と共同学習の目標の両方が達成できたことを確
認することができる。
b 授業の感想
・ 最初はあまり話さず、作業をしていたがだんだんと話したりしてい
き、とてもいい交流になった。相手の気持ちによりそって話をしたり、
理解したりできた。（A1男）
・ 最初は、話ができなかったけど最後は仲よく話ができてよかった。
（A2男）
・ コミュニケーションを取りながら、いろんなことを知り交流できて
良かった。B子さん、まじめに頼りない先輩の話を聞いて作業してく
れてありがとうございました。自らやり方とかを説明するという、今
までやったことがなかったので、すごく勉強になりました。（B1子）
・ B子ちゃんは素直でちゃんと作業をしてくれて毎時間楽しくできま
した。真面目にやっていました。（B2子）
・ 分教室の生徒の方と仲良くなれて良かった。自分が教える立場に立
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、リンゴの栽培・管理を分教室の生徒と共に取り組むことを通して、分教室の生徒に対する理解を深めることがで
きましたか？
○とてもできた・・・・・11名（A1男、A2男、B1子、B2子、C1男、C2男、D2男、E1子、E2子、F1男、F2男）
○少しできた・・・・・・名（D1男）
○あまりできなかった・・名
○まったくできなかった・名
、分教室の生徒に対して、リンゴの収穫・選果、販売用の袋詰めの方法等を分かりやすくレクチャーしながら、作
業を進めることができましたか？
○とてもできた・・・・・10名（A1男、A2男、B1子、C1男、C2男、D2男、E1子、E2子、F1男、F2男）
○少しできた・・・・・・名（B2子、D1男）
○あまりできなかった・・名
○まったくできなかった・名
、分教室の生徒との交流学習を生かして、他の様々な人と共に助け合い、支え合って生きていこうとする意欲を持
つことができましたか？
○とてもできた・・・・・12名（A1男、A2男、B1子、B2子、C1男、C2男、D1男、D2男、E1子、E2子、F1男、F2
男）
○少しできた・・・・・・名
○あまりできなかった・・名
○まったくできなかった・名
表 B高校の生徒のアンケート結果
ってみてよりリンゴへの理解が深まった。（C1男）
・ 最初はうまく伝えられなくて大変だったけど、よく理解してくれて
よかった。（C2男）
・ 最初は少し不安な所もありましたが、交流の回数が重なるにつれ、
お互いを少しずつ理解することが出来ました。本当に楽しい交流でし
た。（D1男）
・ 最初はどういうふうに関わればよいかわかりませんでしたが、数を
重ねるごとに仲良くなれたのでよかった。早口で説明するのではなく、
しっかりだれにでも伝わるような感じでやらないといけないと思った。
（D2男）
・ 自分から質問してくれたり、高い場所を積極的に作業してくれたの
で、とても嬉しかったです。（E1子）
・ 葉摘みから収穫まで一緒に作業することができてよかった。この作
業を「楽しい」と思ってもらえたら嬉しいと思いました。自分が思っ
たことを伝えることの難しさを知った。相手のことを理解して考える
ことも大切だと思った。（E2子）
・ 皆非常に積極的で、こちら側が教えたことをすぐに覚えてくれて、
分からないところも聞いてくれたおかげで、非常に楽しい交流会にな
った。分からない人に分かるように説明するための力がついたと思っ
た。協力して一つのことを成し遂げることの大切さを学ぶことができ
た。（F1男）
・ 交流内容を的確に理解して、言われなくても出来ていたので良かっ
た。（F2男）
上記の感想から、設定した交流及び共同学習の授業を通して、自己の変
化や成長に気づくことができたことを記述した生徒を確認することができ
る。例えば、最初は上手くコミュニケーションがとれなかったり、どう関
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わってよいか分からなかったりという姿から、コミュニケーションが図れ
たり（A1男、A2男）、他者理解（A1男）や相互理解（D1男）が図れたり
と変化した生徒や、C分教室の生徒に説明をすることを通して、果樹等の
学習の理解を深めたり（B1子、C1男）、改めて自分が思ったことを伝える
ことの難しさや相手のことを理解して考えることの大切さ（E2子）、誰に
でも伝わるように話すことの大切さ（D2男）を学んだり、協力して一つ
のことを成し遂げることの大切さを学び、さらに説明する力が付いたこと
を自覚（F1男）したりした生徒の姿を確認することができる。
一方で、C分教室の生徒の取り組みに対する評価的な内容を記述した生
徒（B2子、C2男、E1子、F1男、F2男）も確認することができる。
）授業者の手応え
授業者の D教諭は、交流の目標と共同学習の目標を「三つの柱」に沿
って明確化した交流及び共同学習の実践の成果として下記の点を指摘する。
・ 今回の交流及び共同学習では、単なる「C分教室の生徒さん達と一
緒に行う作業」という捉えではなく、設定したつの交流の目標と
つの共同学習の目標を生徒と共有しながら、指導及び助言ができた。
・ 最初、生徒は C分教室の生徒との関わり方に戸惑いを示していた
が、次第に慣れ、教室の授業で学んだことや C分教室の生徒からの
質問に対して、自分の言葉で一生懸命に分かりやすく伝えようとする
姿が見られた。このことにより、C分教室の生徒も作業の目的や内容
を理解しながら、安心して作業に取り組むことができた。このような
生徒の姿や C分教室の生徒の作業の様子から、B高校のどの生徒も
設定した交流の目標「C分教室の生徒とのコミュニケーションを図り
ながら、作業を進めることができる」と、共同学習の目標「リンゴの
栽培・管理に関連する技術について、C分教室の生徒に分かりやすく
説明することができる」が達成できたことを確認することができる。
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また、アンケートの質問の通り、生徒も同様の自己評価を行った。
・ C分教室との交流及び共同学習を実施することによって、他の授業
や諸活動においても、他者との関わりが積極的になってきた。このよ
うな生徒の姿から、どの生徒も設定した交流の目標「C分教室の生徒
との交流及び共同学習を通して、他の様々な人と共に助け合い、支え
合って生きていこうとする意欲を持つことができる」が達成できたこ
とを確認することができる。また、アンケートの質問の回答結果の
通り、生徒も同様の自己評価を行った。
・ C1男の授業の感想からも確認することができるが、どの生徒も他
者である C分教室の生徒に分かりやすく説明するという活動を通し
て、教室で学んだリンゴの栽培・管理に関する知識及び技能について
の理解をさらに深めることができた。
同様に課題として、D教諭は下記の点を指摘する。
・ 交流及び共同学習の授業で生徒に求める目標がつ（交流の目標が
つ、共同学習の目標がつ）あり、教師も生徒も困惑したことがあ
った。時間の授業の目標は、多くてもつまでであると感じた。
・ アンケートの質問では、どの生徒も肯定的な回答（自己評価）を
示したが、その理解した中身については疑問が残った。具体的には、
授業の感想（B2子、C2男、E1子、F1男、F2男）でも見られた、C分
教室の生徒を評価する記述が気になったところである。生徒の意識は、
あくまで、「教えてあげる」という立場からの視点であり、対等な立
場として、C分教室の生徒のひたむきな姿等からの気付きや学びもし
てほしかった。このことから、設定した交流の目標「リンゴの栽培・
管理を C分教室の生徒と共に取り組むことを通して、C分教室の生
徒に対する理解を深めることができる」については課題があるとした。
以上が、D教諭の実践を通した手応えである。
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（）C分教室
）生徒の変容
a 授業アンケートの結果
C分教室の生徒のアンケートの結果は、表の通りである。表中の質問
は、C分教室の交流の目標「リンゴの栽培・管理を B高校の生徒と共
に取り組むことを通して、自分の得意なところと苦手なところを理解する
ことができる」に関して問うたものである。同様に質問は、C分教室の
交流の目標「作業で分からないところは、B高校の生徒に質問しながら、
作業を進めることができる」に関して問うたものである。質問は、C分
教室の交流の目標「B高校の生徒とのとの交流及び共同学習を通して、他
の様々な人とも積極的に関わっていこうとする意欲を持つことができる」
に関して問うたものである。質問とは、C分教室の共同学習の目標
「リンゴの栽培・管理を B高校の生徒と共に取り組むことを通して、リ
ンゴの収穫に必要な作業の概要や協働で作業を進める上で大切なことを理
解することができる」に関して問うたものである。
表より、どの生徒もアンケートの全ての質問に対して、肯定的な回答
を示した。このことから、生徒の自己評価において、交流及び共同学習に
おける設定した交流の目標と共同学習の目標の両方が達成できたことを確
認することができる。
b 授業の感想
・ 最初は、きんちょうして不安なことがいくつもあって、ちゃんと出
来るかしんぱいだったけど先輩が話しかけてくれて、きんちょうもほ
ぐれてだんだんとコミュニケーションが出来てきて楽しい交流になっ
てきました。また不安もなくなったので良かったです。大切にするこ
とがいろいろ学べました。（A男）
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、リンゴの栽培・管理を B高校の生徒と共に取り組むことを通して、自分の得意なところと苦手なところを理解
することができましたか？
○とてもできた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名（A男、C男、D男）
○少しできた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名（B子、E男、F男）
○あまりできなかった・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名
○まったくできなかった・・・・・・・・・・・・・・・・・・名
具体的に、自分の得意なところは何ですか？
・葉摘みや本摘果などの作業が得意（A男）
・生徒とお話すること（B子）
・説明を聞いたらやり方をすぐに覚えられるところ、分からないときは聞くこと（C男）
・コミュニケーションを取ったりすること（D男）
・目で見て、とるものをとっていくこと（E男）
・リンゴの作業、外での作業（F男）
具体的に、苦手なところは何ですか？
・コミュニケ-ション、分からないことを自分から聞くこと（A男）
・会話を続けること（B子）
・自分から話すこと（C男）
・てっか作業（D男）
・会って話すこと（E男）
・細かい作業をすること（F男）
、作業で分からないところは、自分で勝手に判断せずに B高校の生徒に質問しながら、作業を進めることができ
ましたか？
○とてもできた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名（B子、E男、F男）
○少しできた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名（A男、C男、D男、）
○あまりできなかった・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名
○まったくできなかった・・・・・・・・・・・・・・・・・・名
、B高校の生徒との交流学習を活かして、他の様々な人とも積極的に関わっていこうとする意欲を持つことができ
ましたか？
○とてもできた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名（A男）
○少しできた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名（B子、C男、D男、E男、F男）
○あまりできなかった・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名
○まったくできなかった・・・・・・・・・・・・・・・・・・名
、リンゴの栽培・管理を B高校の生徒と共に取り組むことを通して、リンゴの収穫に必要な作業について理解す
ることができましたか？
○とてもできた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名（A男、C男、）
○少しできた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名（B子、D男、E男、F男）
○あまりできなかった・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名
○まったくできなかった・・・・・・・・・・・・・・・・・・名
具体的に、リンゴの収穫に必要な作業には、どんなものがありましたか？
・予備摘果、本摘果、葉摘み、収穫（A男）
・よびてっか、ほんてっか、葉つみなど（B子）
・仮摘果、本摘果、収穫（C男）
・てっか作業、はっぱとり（D男）
・リンゴの重さで木がたおれないようにささえを作っていた。（E男）
・よび摘果、本摘果、葉つみなど（F男）
、リンゴの栽培・管理を B高校の生徒と共に取り組むことを通して、協働で作業を進める上で大切なことを理解
することができましたか？
○とてもできた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名（A男、C男、D男）
○少しできた・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名（B子、E男、F男）
○あまりできなかった・・・・・・・・・・・・・・・・・・・名
○まったくできなかった・・・・・・・・・・・・・・・・・・名
具体的に、協働で作業を進める上で大切なことは、どんなことだと思いますか？
・分からないことはすぐ聞くこと。（A男）
・同じ場所にいることによって分からないところ、教えたいことを共有できるコミュニケーション。（B子）
・協力して話し合いながらやっていく。分からないことは聞くこと。（C男）
・話ながら一緒に協力して作業すること。（D男）
・あらかじめ自分がやるところをやって、終わったら次何をやるか聞くようにすること。（E男）
・コミュニケーションや教えてもらったことをしっかりとやること。（F男）
表 C分教室生徒のアンケート結果
・ もっと B高生と色々な形で協力して交流したいです（最初は少し
いやできんちょうした時もあったけど）。（B子）
・ 最初はなかなか話ができなかったけど段々慣れて話ができてよかっ
た。先輩と一緒に交流できてよかったです。B高生と交流できました。
（C男）
・ B高校の生徒さんと協力してリンゴをしゅうかくしたり、コミュニ
ケーションがとれたりしたのでよかったです。（D男）
・ 作ったリンゴを食べてみて、いままで食べたリンゴの中で一番甘く
おいしかったです。（E男）
・ 最初はなれなくて、コミュニケーションがとれなかったけど、だん
だんと交流をしていくうちにコミュニケーションがとれるようになっ
てよかったです。（F男）
上記の感想から、どの生徒も設定した交流及び共同学習の授業に対して、
肯定的な受けとめをしていることを確認することができる。具体的には、
最初は不安や緊張感があったり、上手くコミュニケーションがとれなかっ
たりしたが、次第にコミュニケーションが図れるようになり、結果的に充
実した交流及び共同学習になったとした生徒（A男、B子、C 男、F男）
や、交流及び共同学習に満足感が持てた生徒（D男、E男）を確認するこ
とができる。
）授業者の手応え
授業者の下崎は、交流の目標と共同学習の目標を「三つの柱」に沿って
明確化した交流及び共同学習の実践の成果として下記の点を指摘する。
・ 交流及び共同学習で、交流の目標と共同学習の目標を明確化したこ
とにより、個々の生徒に目標達成を意識した言葉掛けや支援ができた。
また、必要以上の言葉掛けや支援も行わずに適度の距離感を保ちなが
ら授業を展開することができた。
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・ 生徒の感想からも確認できるが、最初は、どの生徒も緊張して B
高校の生徒と交流及び共同学習に取り組んでいたが、回数を重ねてい
くうちに、表情も和やかになり、コミュニケーションが図れるように
なっていった。特に回目の「葉摘み」と回目の「収穫」では、ど
の生徒も B高校の生徒とコミュニケーションを図りながら一つ一つ
の作業を確認し、慎重に作業を進めることができた。このような生徒
の姿から、どの生徒も設定した交流の目標「作業で分からないところ
は、B高校の生徒に質問しながら、作業を進めることができる」を達
成することができた。また、アンケートの質問の回答結果からも、
生徒は同様の自己評価を行った。
・ C分教室の生徒は、収穫作業の後、総合的な学習の時間の「まと
め・表現」の時間に B高校の生徒を関わっていない生徒も含めて招
待し、収穫したリンゴ（商品化できないもの）を用いたカップケーキ
を作って振る舞いたいという願いを強く持った。そして、実際にその
活動を実現させた。このような生徒の姿から、どの生徒も設定した交
流の目標「B高校の生徒との交流及び共同学習を通して、他の様々な
人とも積極的に関わっていこうとする意欲を持つことができる」が達
成できたことを確認することができた。また、アンケートの質問の
回答結果からも、生徒は同様の自己評価を行った。
・ 交流及び共同学習では、単なるリンゴの作業を B高校の生徒と一
緒に行っただけにとどまるのではなく、アンケートの質問との回
答結果及び具体的なリンゴの収穫に必要な作業及び協働で作業を進め
る上で大切なことを答える記述内容から、どの生徒も設定した共同学
習の目標「リンゴの栽培・管理を B高校の生徒と共に取り組むこと
を通して、リンゴの収穫に必要な作業の概要や協働で作業を進める上
で大切なことを理解することができる」が達成できたことを客観的に
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確認することができた。
・ 同様にアンケートの質問の回答結果及び具体的な自分の得意なと
ころ・苦手なところを答える記述内容から、どの生徒も設定した交流
の目標「リンゴの栽培・管理を B高校の生徒と共に取り組むことを
通して、自分の得意なところと苦手なところを理解することができ
る」が達成できたことを客観的に確認することができた。
同様に課題として、下崎は下記の点を指摘する。
・ 今回開発した単元では、交流及び共同学習において、交流の目標が
つ、共同学習の目標がつあったため、各授業における目標に対す
る個々の生徒の評価が大変であった。
・ 今回は、C分教室の生徒の中に、小・中学校時代の同級生が B高
校にいることに対して心理的負担を感じている生徒を考慮し、B高校
では年生を、C分教室では年生を対象とした異学年による交流及
び共同学習を設定した。さらに、C分教室の生徒にとってこの時間は、
総合的な学習の時間の設定した課題「どのようにすれば、地域の方に
認めてもらえるリンゴが栽培できるのか」を解決するための「情報の
収集」として位置付けた。これらのことから、「先輩と後輩」、あるい
は「教える側と教えてもらう側」というような上下関係による固定的
な関わりに終始した。
以上が、下崎の実践を通した手応えである。
 考察・まとめ
（）考察
まず、生徒の変容として示した「授業アンケート結果」を考察する。B
86 法学論集 84 〔山梨学院大学〕
─ 86 ─
高校の生徒も C分教室の生徒も全員がアンケートの全ての質問に対して
肯定的な回答を示し、生徒の自己評価において、B高校と C分教室それ
ぞれに設定した交流の目標と共同学習の目標の全てを達成することができ
た。この要因として、交流及び共同学習において交流の目標と共同学習の
目標のつを位置付け、それらを「三つの柱」に沿って明確化したことが
考えられる。これらの明確化により、授業者が個々の生徒に対して目標達
成に向けた指導・支援ができ、双方の生徒の交流及び共同学習に対する自
己評価にも影響を与えたと推察することができる。
次に、生徒の変容として示した「授業の感想」を考察する。B高校の生
徒の感想から、設定した交流及び共同学習の授業を通して、自己の変化や
成長に気づくことができた生徒を確認することができた。また、C分教室
の生徒の感想から、どの生徒も設定した交流及び共同学習を肯定的に受け
とめ、充実感や満足感が持てた生徒の姿を確認することができた。これら
の要因として、「授業アンケート結果」の考察と同様に、交流及び共同学
習における交流の目標と共同学習の目標を「三つの柱」に沿って明確化し
たことが考えられる。これらの明確化により、授業者が個々の生徒に対し
て目標達成に向けた指導・支援ができ、このことが、双方の生徒に効果的
に働いたからであると推察することができる。全体的には、個々の生徒の
実態と設定した「交流の目標」と「共同学習の目標」の達成に向けた個々
の生徒の手立て等を配慮してメンバーを編成したこと、毎回メンバーを替
えずに同じメンバーで行うようにしたことが効果的に働いたからであると
推察することができる。
この「授業アンケート結果」と「授業の感想」での生徒の変容に共通す
る要因については、先述した「授業者の手応え」でも、授業者の B教諭
と下崎自身が、交流の目標と共同学習の目標の明確化により、個々の生徒
に目標に沿った指導及び助言（B教諭）、言葉掛けや支援（下崎）ができ
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たとして振り返っている点からも推察することができる。
なお、B高校の生徒の C分教室の生徒の取り組みに対する評価的な内
容を記述した要因については、後述する「授業者の手応え」の課題として
挙げた「生徒同士の関わり方」（上下関係のある対等な立場でない関係）
の考察で述べることにする。
最後に、「授業者の手応え」を考察する。D教諭も下崎も共通した成果
として、①個々の生徒への指導・支援が明確になったこと、②設定した交
流及び共同学習の交流の目標と共同学習の目標を生徒が達成できたことで
ある（但し B 高校のみ、設定した交流の目標のつの内のつである
「リンゴの栽培・管理を C分教室の生徒と共に取り組むことを通して、C
分教室の生徒に対する理解を深めることができる」については課題がある
とした）。これらの成果についても、「授業アンケート結果」の考察及び
「授業の感想」の考察と同様に、交流及び共同学習における交流の目標と
共同学習の目標を「三つの柱」に沿って明確化したことが大きな要因とし
て考えられる。これらを明確化したことにより、授業者の個々の生徒への
指導・支援も目標達成に向けて明確化し、さらに個々の生徒への指導・支
援が明確化したことにより、結果的に双方の生徒は設定した目標を達成す
ることができたとする関係性を考えることができる。
このことに関して、西田・横田他は、先述した実践の考察で、「教師が
障害のある子どもと障害のない子どもの双方に明確なねらいを定めて活動
の内容を考えたり、活動中に配慮をしたりすることで、単に時と場所を共
有し、ただ『楽しい交流だった』という感想にとどまるのではなく、双方
のねらいを達成できる意味のある時間にすることができる｣27)と述べてい
る。本研究は、特別支援学校高等部（知的障害）の分教室と設置校（高等
学校）の生徒を対象としているが、交流及び共同学習の目標として、「交
流の目標」と「共同学習の目標」のつを位置付け、それらを「三つの
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柱」に沿って明確化したことにより、西田・横田他の小学校の知的障害特
別支援学級の一人の児童と通常学級の同学年児童を対象とした実践の考察
と共通する内容を導くことができたとすることができる。
なお、B高校の交流の目標の「リンゴの栽培・管理を C分教室の生徒
と共に取り組むことを通して、C分教室の生徒に対する理解を深めること
ができる」について課題があるとした要因についても、後述する課題とし
て挙げた「生徒同士の関わり方」（上下関係のある対等な立場でない関係）
の考察で述べることにする。
その他として、D教諭が「授業者の手応え」で指摘したように、B高校
独自で行った教科「果樹」の学習内容が、交流及び共同学習を通してさら
に理解が深まったことが報告された。この要因として、教科「果樹」で学
習した知識及び技能を、他者である C分教室の生徒にも分かりやすくレ
クチャーする活動を設定したことにより、学習した知識及び技能が交流及
び共同学習の中で十分に活用され、結果的に理解が深まったとすることが
できる。同様に、「ガイド」の第章の事例「小学校の通常学級と特別
支援学級（情緒障害）との交流及び共同学習」でも、理科の交流及び共同
学習の実践で、「交流学級の子どもたちにとっても、B君に分かりやすく
説明することを通し、自分たちの理解も確かなものになりました｣28)と、
通常学級の児童が、障害のある児童（B君）に分かりやすく説明をするこ
とを通して、自分たちの理解を深めたことの成果が紹介されている。これ
らの実践は、教科学習における交流及び共同学習を検討していく上での参
考資料の一つとして成り得る。
課題としては、D教諭も下崎も共通して、①設定した目標数（授業の
目標数が多く、評価も大変であること）に関すること、②生徒同士の関わ
り方（上下関係のある対等な立場でない関係）に関することを指摘した。
①に関しては、計回の交流及び共同学習を設定したが、回回のス
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パンが比較的長期間開いたことが大きな要因である。長い時でか月ほど
空いた時があった。そのために、B高校も C分教室もそれぞれ設定した
つの目標（交流の目標つと共同学習の目標つ、表参照）を踏まえ
ながら、毎回の本時の目標もそれらに対応させてつ設定し、授業を行っ
た。今後は、リンゴの栽培・管理に関する作業内容を再考しながら、交流
及び共同学習の実施回数や各回のスパンを検討した上で、設定した目標を
単元展開のどこで評価するのかを明確化し、比重をかけながら設定してい
くことが重要となる。そうすることで、時間の授業で設定する本時の目
標数も精選され明確化される。
②に関しては、「異学年」による交流及び共同学習を設定したことも要
因の一つとして考えられるが、そもそも設定した授業の前提が、「B高校
の生徒が C分教室の生徒の質問等に答える」、「B高校の生徒が C分教室
の生徒にリンゴの栽培・管理に関する知識や技能を分かりやすく説明する
（教える）」という形になっていたことが要因として大きく影響していた
と考えることができる。改善するための手立てとして、逆に、「B高校の
生徒が C分教室の生徒のところへ行き、教えてもらう」という活動の設定
の必要性も考えられる。
例えば、今回の単元構成で再考するならば、総合的な学習の時間ではな
く、交流及び共同学習の単元構成の中に、C分教室の生徒が B高校の生
徒を招待し、リンゴのカップケーキの作り方を B高校の生徒に教えなが
ら、一緒に作って食べるという活動の設定が考えられる。このことに関連
して、田村緑・川合紀宗は、小学校の通常の学級と特別支援学級との関係
で、通常の学級児童を「招く交流」の良さについて述べている。「『行く交
流』では、特別支援学級児童は通常の学級児童に『してもらう経験』が圧
倒的に多くなりがちだが、『招く交流』ならば全くその逆の構図が展開さ
れる｣29)からであるとしている。この「招く交流」や「教えること」に関
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しては、今後の課題として、目標設定とそれを踏まえた単元構成の段階で
検討する必要がある。
（）まとめ
以上の考察から、特別支援学校高等部（知的障害）と高等学校間の交流
及び共同学習における、それぞれの「交流の目標」と「共同学習の目標」
を「三つの柱」に沿って明確化したことの意義として、次に示すつの生
徒の姿を確認することができた。すなわち、①交流及び共同学習に対して
肯定的な自己評価を行うことかできたこと、②自己の変化や成長を自覚し
たり、交流及び共同学習に対して充実感や満足感が持てたりしたこと、③
交流及び共同学習における設定した目標を達成することができたこと、の
点である。課題としては、交流及び共同学習の実施回数及び各回のスパ
ンを検討しながら、設定した目標を単元展開のどこで評価するかを明確化
させておくことと、両校の生徒が対等の立場で交流及び共同学習に取り組
めるような目標設定及び単元構成を検討することが挙げられる。
 おわりに
本研究は、「交流の目標」と「共同学習の目標」を明確化させた特別支
援学校高等部（知的障害）と高等学校間の交流及び共同学習について追究
した。具合的には、「三つの柱」に沿って分教室と設置校間の交流及び共
同学習における、それぞれの「交流の目標」と「共同学習の目標」を明確
化し、授業実践を通して双方の生徒の変容及び授業者の手応えから、これ
らを明確化することの意義と実践を通した課題について追究した。
考察の結果、交流及び共同学習における、それぞれの「交流の目標」と
「共同学習の目標」を「三つの柱」に沿って明確化することにより、両校
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の生徒にとって有意義な交流及び共同学習となることを確認することがで
きた。課題として、交流及び共同学習の実施回数及び各回のスパンを検討
した上で設定した目標を単元展開のどこで評価するかを明確化させておく
ことと、両校の生徒が対等の立場で交流及び共同学習に取り組めるような
目標設定及び単元構成を行うことが重要であることを再確認することがで
きた。
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